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論文内容の要旨
本研究は二種の ß-1 ， 3-Dーク事ルカン， シゾフイランとスクレログノレカンの純水もしくは N/100
NaOH. 及びジメチノレスノレホキシド (DMSO) 中における溶液物性に関するものである。
菌体外多糖シゾフイランの native及ひず超音波照射試料について，水及びDMSO中で粘度，沈降，光散



















ß-l ， 3-D グjレカンであるシゾフイランとスクレロクツレカンは天然多糖であるが，その抗腫傷性の
ために近年注目をあびている口これらは水に溶けるが，溶液中における分子特性についてはほとんど研
究が行われていなかった。。
梁木君の研究はシゾフイランの分子量を知ることからはじまったが，予期しない発見につながった。
すなわち，シゾフイランもスクレログjレカンも水の中で三本の鎖がらせんを形成して溶けていることを
みつけた。乙れは，コラーゲンと類似合成物以外で三重らせんが確認された最初の例である。梁木君は
光散乱，粘度，沈降速度の分子量依存性から三重らせんの構造を推定したが，のちにそれは結晶中でも
保たれていることが X線解析Kよって他の研究者によって示された。
梁木君は分子量が低くなって安定な三重らせんが形成されなくなると，シゾブイランの抗腫場性が消
失する乙とも明かにした。
以前からスクレログルカンは，シゾフイランと同じ化学構造をもつらしいと推定されていたが，梁木
君は乙の推定の正しい事も証明した。乙の二つのグルカンには， しかし，微妙な溶液物性上の差が存在
する乙とが明らかにされたが，その原因については未解決のまま残された。
梁木君の研究は多くの発見的要素にとみ，高分子溶液論に重要な寄与を行ったばかりでなく，多糖の
化学にとっても少なからぬ意味をもつものである。さらに，医学と高分子学の境界領域にわたっている。
乙れらの点を考え，梁木君の論文は理学博士の学位論文として十分価値のあるものと判定する。
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